
 

森のムッレ教室とは？ 

約５０年前、ヨスタ・フロム氏によって

作られたスウェーデン発の子ども向

け環境教育です。持続可能な社会

形成を目指し、世界１１ヶ国に広

がっています。 
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新年あけましておめでとうございます。 

皆様方にはご健勝で、２０１７年の新年をお迎えのこととお

慶び申し上げます。 

昨年は、熊本や鳥取などで大きな地震が続き、北海道を

直撃した台風、U ターンした台風など、これまでに経験し

たことのない自然災害が発生した年でした。 

被災しなくとも誰もが気候変動の影響を肌で感じ取ってい

るのではないでしょうか。 

さて、大きな事業であります第３回「ネットワーク組織代

表者会議」と第６回「森のムッレ全国シンポジウム in 岐

阜」を岐阜県関市で開催いたしました。NPO 法人長良川

自然学校 内藤孝洋さんをはじめとする実行委員会と地

元のリーダー・スタッフの皆様、そして参加くださいました

皆様のおかげで盛大に開催することができました。講演

会には昨年に引き続き、札幌医科大学脳神経科 鵜飼渉

先生を招き「子どもと自然との関係」についてお話を聞き

ました。また、全国から集まったリーダーによる活動事例

発表や交流会では有意義な情報交換ができました。地元

岐阜県や愛知県でのムッレ教育の今後の広まりに期待し

たいと思います。 

協会にとって重要な活動である「森のムッレ教室リーダー

養成講座」を、昨年は１３回開催することができました。そ

のリーダー養成講座に欠かせない講師の養成講座も本

部と新潟で開催することができました。 

多くの新しいリーダーと講師が誕生しました。これからの

活躍に期待いたします。 

ホームページとフェイスブックページは好評で順調に

運営できるようになり、情報発信力が増してきました。

協会のムッレネットワークで皆様と情報を共有してい

けたらと思っています。皆様方の情報を協会事務局

へお寄せ下さい。 

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

また、リーダーの皆様方の森のムッレ教室がますます

発展しますようにお祈りいたします。 
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現在、２１の契約団体があります。 

今回は、その中の９団体１３名が代表者会議に参加。森のムッレ教育

とネットワークをどう広めていくか活発な意見が交わされました。ネット

ワーク事務局は、団体サポートのためご要望に随時応えていきます。 

 
 

ネットワーク組織代表者会議 

２０１６年１０月２７日 岐阜県関市 鵜の家足立 にて開催 

森のムッレ教室リーダー２４名、講師１４名が新たに誕生！！ 

下は、講師陣と新講師の皆さんです。 

森のムッレ協会新潟で養成講座  

２０１６年１０月１４～１５日 森のムッレ教室リーダー養成講座、 

１５～１６日 講師養成講座 を開催 

 

 

 

基調講演 

なぜ、自然が子どもの脳の

発達に必要なのかついて

講演される札幌医大の鵜

飼渉先生。リーダーのモ

チベーションが高まりまし

た。 

午後は、事例発表でそれ

ぞれの活動に刺激を受け

ました。 

 

夜は、ダイナミックに！ 

長良川河川敷でのキャン

プファイヤーでリーダー交

流会を行いました。 

 

シンポジウム２日目、 

クノッペン、クニュータナ、

ムッレ、ストロバレー体験

教室に８７名が参加されま

した。 

実行委員長 NPO 法人長良川自然学校 内藤孝洋さんをはじ

め、副実行委員長 鈴木輝久さん、桜花学園大学 嶋守さやか

先生と学生の皆さん、ご尽力いただきありがとうございました。 

 

第６回森のムッレ全国シンポジウム in 岐阜 

２０１６年１０月２９～３０日 岐阜県関市にて開催 

 

 



 

 

基調講演：札幌医大 鵜飼渉先生 

       当協会事務局長 高見幸子 

環境ネットワーク「虹」代表の佐伯美保さんは、森のムッ

レ教育は自然感覚を育み、未来を拓くことができる教育

と発信、地球環境基金助成事業としてフォーラムを開催

されました。森のムッレが、着実に九州の NPO と保育園

に広がっていることが事例発表でよくわかりました。今後

の発展に期待します。 
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参加者（ネットワーク組織８団体 ８名、 

協会 ３名  計１２名） 

 

ムッレ市島  吉積洋子 

ムッレ篠山  本莊賀寿美 

環境ネットワーク虹  佐伯美保 

特定非営利活動法人 奈良地域の学び推進  

機構  奈良教育大学       杉山友理 

ＮＰＯ法人子育てネットやまぼうしの会  桑田  

久美子 

社会福祉法人竹山愛育会 認定こども園 

あいいくの丘  余田淳子 

社会福祉法人千草福祉会 千草保育所   

松山孝博 

森の教室むいむい  井嶋茉美 

代表理事  高見 豊 

理  事  小山通子 

事務局長  高見幸子

**************************************** 

 

森のムッレフォーラム in 福津市 
（主催:環境ネットワーク「虹」） 

２０１６年１０月２３日  

福岡県福津市 宮司コミュニティセンターホール で開催 

 

全国シンポジウム in岐阜でのムッレ教室の公開教室は 

桜花学園大学の学生リーダーたちが担当 

東京のリーダーからの報告 

① 「スウェーデンキッズウィーク 2016」で 

           森のムッレ体験教室開催  

２０１６年１０月１５～１６日 東京都港区 スウェーデン大使館より

依頼を受け、森のムッレ体験教室を大使館の庭及び周辺の緑

地で行いました。合計６０名が参加しました。 
 

② 自然と子どもについての講演会 

２０１６年１０月１８日 東京都調布

市 調布市文化会館において「す

べての子どもに野外活動を―ス

ウェーデン環境教育の最前線―」

と題し講演会を開催しました。講

師は事務局長 高見幸子。７７名

が参加しました。 

③ファミリームッレ体験教室  

 

 

ファミリームッレは都会の公園でもできる 

森のムッレ教室は、都会の公園で活動ができること、それが

森のようちえんと森のムッレ教室の活動の違いの一つでも

あります。 

東京の新宿御苑だけでなく、他の都市でも動きがあります。 

① 静岡県浜松市 遠州灘海浜公園でファミリームッレ 

静岡県環境学習指導員・浜松市環境学習指導員の鈴木輝久さ

んは、浜松市の遠州灘海浜公園

で３歳の子どもの親子 10 組を対

象に、ファミリームッレの活動を展

開されています。教室は大人気

で、応募者が多く、リーダーを増

やしたいとのことです。  

 

② 神戸市森林植物園で森のムッレ教室体験会 

             （主催:六甲健康保養地研究会） 
神戸ではリーダーの太田昌子

さん、小山通子さんが市立森

林公園の協力によって地域の

親子対象に「ムッレ教室体験

会」を春と秋に実施されまし

た。今後も続けていきたいと

のことです。また、一緒に活

動するリーダーも募集中で

す。 

 

 

森のムッレ、フェルフィーナ、

ノーバ、そして長良川からは

ラクセが登場！ 

自然保護のメッセージを伝

えました。 

③新宿御苑でファミリームッレ 

体験教室 

１１月 

 

２０１６年１１月２６日 東京都新宿

区 新宿御苑において開催し、親

子６組が参加しました。 

サステナブル・アカデミー・ジャパン 

共同代表 光橋 翠 



 

 

 

 

 

   ✴︎✴海外の最新動向✴︎✴ 

フィンランドの森のムッレと交流 
 
 

 
今年８月は、森のムッレ新潟から６名のリー

ダーがスウェーデン視察のほか、フィンランド

の保育園での森のムッレ教室を視察されまし

た。 

また、協会事務局がコーデイネートをし、徳

島大学の研究者の方々にフィンランドの保

育園での森のムッレ教室の視察をしていた

だきました。 

フィンランドでは、森のムッレ教室が全国３

１％の保育園で活動の一環として導入され

ています。 

フ ィ ン ラ ン ド 語 で 、 森 の ム ッ レ を

「Metsämörri(メッティモリ)」といいます。 

 
 

 

 

今年は、スウェーデン南部のマルメ支部

で、移民が多い住宅街でインクルーシブ

な森のムッレ活動をしているリーダーの

マリーウィルヘルムソンさんが授賞。 

今秋、野外プレスクールの園長に就任さ

れました。 

 

２０１６年度 森のムッレ優秀リーダー賞 

活動紹介 

NPO 法人青空保育たけの子 (福島県) 

２０１１年の震災後より、原発事故による放射能の影

響で外遊びができなくなった福島県福島市の子どもた

ちを、山形県米沢市まで片道５０km の距離をほぼ毎

日ように送迎されています。 

のびのびとした外遊び中心の保育や土に触れる農業体

験、自然教室、冒険遊び場などの活動をされ、また震                   

災後に山形へ避難している子どもたちも受け入れられ

ています。 

代表の辺見妙子さん

は、現在「森のオープ

ンプレスクール」を新

しい活動の一つとして

取り入れ、ご活躍で

す。 

森のムッレ国際シンポジウム in Wales のお知らせ 

 
 

日 程 ２０１７年８月２日（水）～７日（月） 

会 場 Dare Vally Park 

• ロンドンとシンポジウム会場の往復トランスファー  

• ディアバレーパークホテルにて５泊 ４人部屋 ８月２日到着 ８月７日出発 

• 食事 朝食と夕食（１０食付き） 

• シンポジウム参加費（８月４日、５日、６日のランチ込み） 

• １日の観光オプショナルツアー（ランチ込み）  

   ウイスキー工場と滝の見学 あるいは デイアーバレーの探索  

早割 : ￡６２５  (９０，９６２円) 

価格 ： ￡６７５ (９８，２３９円)   ※航空券は含まれておりません。 

 

参加希望の方は、事務局の松枝まで、１月３１日までにご連絡をください。 

お申し込み方には、随時、プログラムの詳細の情報をお送りいたします。 
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